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市民の負託に応えて…。
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おかやの四季「秋の湖畔並木」

　９月２日（日）に、３年に１度の岡谷市総合防災訓練が岡谷西部
中学校庭で開催されました。雨の中、本番さながらの真剣な動きは
緊張感に溢れ、的確で迅速な訓練となりました。岡谷市議会では、
訓練開始前に、かつて岡谷市が被災し８名もの尊い命が失われた平
成１８年７月豪雨災害の湊、橋原の災害伝承碑を回りました。
　今年は、全国各地で地震や豪雨、大型台風など、度重なる災害に
より被害が出ていることから、改めて、防災・減災への取り組みの
重要性を認識する１日となりました。

岡谷市総合防災訓練 

湊の災害伝承碑にて
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特集決算
認定 平成29年度 各会計決算を認定しました

固
定
資
産
税
の
増
収
な
ど
に
よ
り
、
当

初
予
算
に
比
べ
約
６
５
０
０
万
円
の
増

収
と
な
っ
た
ほ
か
、
国
か
ら
の
交
付
金

等
も
増
収
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
部
を
除
く
基
金
か
ら
の
繰
入
金
を

実
施
せ
ず
に
、
財
政
調
整
基
金
や
減
債

基
金
な
ど
へ
の
積
立
を
２
億
５
千
万

円
実
施
し
な
が
ら
も
、
実
質
収
支
で

６
億
６
５
０
０
万
円
余
の
黒
字
を
確
保

で
き
た
。

　

将
来
の
負
担
に
影
響
す
る
市
債
の
状

況
は
、
キ
ャ
ッ
プ
制
の
徹
底
な
ど
に
よ

り
、
平
成
29
年
度
末
の
現
在
高
は
、
約

２
４
０
億
５
千
万
円
で
、
前
年
度
比
約

10
億
４
千
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

全
国
的
な
動
向
と
同
様
に
人
口
減
少

に
よ
り
行
財
政
運
営
が
深
刻
に
な
っ
て

く
る
予
想
で
あ
る
が
、
国
の
動
向
な
ど

に
注
視
し
な
が
ら
、
継
続
的
で
健
全
な

財
政
運
営
に
最
大
限
の
努
力
を
し
た
い
。

問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

答 

平
成
29
年
度
末
に
お
け
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
件
数
は
、
４
，

７
５
８
件
で
、
人
口
に
対
す
る
交
付
率

は
９
．
５
％
で
、
前
年
度
比
２
ポ
イ
ン

ト
の
増
と
な
っ
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
方
法
に
つ
い
て

は
、
窓
口
で
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
人
に
限
り
印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
児

童
手
当
な
ど
の
申
請
時
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
記
入
す
る
こ
と
で
、
課
税
証
明

や
住
民
票
の
写
し
の
提
示
が
省
略
さ
れ

る
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
お
り
、
今
後
、

一
般
会
計
・
特
別
会
計

【
委
員
長
】笠
原
征
三
郎

【
副
委
員
長
】今
井
義
信

【
委
員
】早
出
一
真
／
中
島
保
明

　
　
　
渡
辺
雅
浩
／
笠
原
順
子
／
浜
幸
平

問 
市
長
の
決
算
に
対

す
る
総
括
的
評
価
に
つ

い
て

答 

６
つ
の
重
要
施
策

に
全
力
で
取
り
組
み
、

全
て
の
施
設
に
お
い
て

供
用
を
開
始
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
一
方
で
、

安
定
し
た
行
財
政
基
盤

の
確
立
に
向
け
た
取
組

み
が
重
要
と
な
っ
て
き

て
い
る
。

　

政
府
の
経
済
対
策
に

よ
り
、
法
人
市
民
税
や

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
も
活
用
方
法
が
広

が
り
つ
つ
あ
る
。

問 

児
童
・
生
徒
の
安
全
対
策
事
業
に

つ
い
て

答 

「
岡
谷
市
通
学
路
交
通
安
全
対
策
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
き
、
道
路
管
理
者
、

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
警
察
署
等
関
係
機
関

で
組
織
す
る
岡
谷
市
通
学
路
安
全
対
策

会
議
の
開
催
と
合
同
点
検
を
行
う
と
と

も
に
、
平
成
30
年
度
ま
で
の
３
ヶ
年
計

画
に
よ
る
安
全
対
策
を
実
施
し
て
お
り
、

安
全
対
策
が
必
要
と
判
断
し
た
市
道
通

学
路
38
箇
所
の
う
ち
、
平
成
29
年
度
は

９
箇
所
の
安
全
対
策
を
実
施
し
た
。

◯
討
論
の
概
要

◆
反
対
討
論
（
反
対
意
見
）

　

市
行
政
を
支
え
る
職
員
の
過
半
数
が

非
正
規
職
員
と
い
う
実
態
は
改
善
す

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
諏
訪
湖
ハ
イ

ツ
の
入
浴
料
の
値
上
げ
は
、
明
確
な

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
で
あ
る
こ
と
、

１
千
万
円
以
上
の
建
設
工
事
の
落
札
率

　
平
成
30
年
９
月
３
日（
月
）か
ら
平
成
30
年
10
月
１
日（
月
）ま
で
の
29
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、

報
告
案
件
が
１
件
、
人
事
案
件
が
１
件
、
一
般
議
案
が
４
件
、
議
員
提
案
が
４
件　
決
算
議
案
が

11
件
、
計
21
議
案
等
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
決
算
（
11
議
案
）
は
決
算
特
別
委

員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査
を
行
い
10
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
本
会
議
に
お
い
て
、
委
員
長
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。（
委
員
長
報
告
の
内
容
は
岡
谷
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
各
会
計
の
決
算
関
係
に
つ
い
て
、
決
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
議
案
の
審
査
経
過
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

（円）
会計名 歳入決算 歳出決算 差し引き 結果

一般会計 19,800,556,585 19,112,430,161 688,126,424 認定
国民健康保険事業特別会計 5,595,433,992 5,373,234,466 222,199,526 認定
地域開発事業特別会計 11,938,158 337,713,567 △ 325,775,409 認定
分収造林事業特別会計 5,457,025 4,218,394 1,238,631 認定
霊園事業特別会計 79,993,772 16,104,265 63,889,507 認定
温泉事業特別会計 40,518,635 26,356,603 14,162,032 認定
後期高齢者医療事業特別会計 762,051,877 742,580,977 19,470,900 認定
湊財産区一般会計 12,461,193 3,936,063 8,525,130 認定
水道事業会計（収益的収支） 921,432,293 697,498,957 223,933,336 認定
下水道事業会計（　　〃　　） 1,732,637,822 1,507,521,023 225,116,799 認定
病院事業会計（　　〃　　） 7,108,140,485 7,162,603,383 △ 54,462,898 認定

（企業会計収益的収支　消費税込み）

平
成
30
年　
第
４
回
定
例
会
（
９
月
議
会
）■

■
■
■ 

委
員
会

決
算
特
別

岡
谷
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

決算特別委員会審査の様子
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社
会
の
進
展
に
伴
う
社
会
保
障
関
連
費
の

増
加
、
ま
た
、
子
供
の
貧
困
問
題
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
な
所
得
格
差
が
世
代
を
超
え

て
広
が
る
な
ど
、
難
し
い
行
財
政
運
営
が

想
定
さ
れ
る
が
、
課
題
解
決
へ
向
け
て
の

柔
軟
性
と
俊
敏
性
を
発
揮
さ
れ
、
市
政
発

展
と
市
民
福
祉
の
向
上
を
切
望
し
、
本
決

算
認
定
に
賛
成
す
る
。

※
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案

の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

問 

加
入
状
況
に
つ
い
て

答 
国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
つ

い
て
は
、
き
め
細
か
な
相
談
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
中
で
、
国
保
税
の
計
画
的
な

分
納
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
関
係
部
署

と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
必
要
な
対
応

を
し
て
い
る
。

◯
討
論
の
概
要

◆
反
対
討
論
（
反
対
意
見
）

　

国
保
加
入
者
の
多
く
が
年
金
生
活

者
、
失
業
者
、
非
正
規
労
働
者
、
自
営

業
者
な
ど
、
厳
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ

て
い
る
方
々
と
い
う
構
造
的
問
題
を
抱

え
た
会
計
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
も
起
因

し
て
、
国
保
税
の
重
税
状
況
は
極
限
ま

で
き
て
い
る
。
ま
た
、
国
保
の
都
道
府

県
化
に
伴
い
、
国
保
税
の
引
き
上
げ
が

想
定
さ
れ
る
中
で
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
な
ど
の
決
断
を
す
べ
き
だ
っ

た
と
考
え
る
。
そ
の
よ
う
な
対
応
が
さ

れ
て
い
な
い
決
算
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
決
算
認
定
に
は
反
対
す
る
。

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

　

大
変
厳
し
い
国
保
会
計
の
中
で
黒
字

計
上
で
き
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
国

保
の
財
政
運
営
の
責
任
主
体
で
あ
る
県

へ
の
移
行
準
備
も
順
調
に
行
わ
れ
て
い

る
た
め
、
本
決
算
認
定
に
賛
成
す
る
。

※
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案

の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

※
そ
の
他
の
特
別
会
計
等
に
つ
い
て
も

原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

企
業
会
計

【
委
員
長
】遠
藤
真
弓

【
副
委
員
長
】大
塚
秀
樹
　

【
委
員
】藤
森
博
文
／
今
井
秀
実

　
　
　
今
井
康
善
／
八
木
敏
郎
／
渡
辺
太
郎

 【
概
要
】

・
水
道
の
需
要
に
つ
い
て
、
年
間
総
配

水
量
６
２
５
万
６
５
６
１
㎥
、
年

間
総
給
水
量
５
３
２
万
４
２
４
５

が
９７
．
４１
％
と
な
っ
て
い
る
う
え
に
、

建
設
工
事
に
係
る
１
０
０
％
落
札
率
が

８
件
も
あ
る
こ
と
、
個
人
情
報
の
漏
洩

の
危
険
性
や
行
政
の
あ
り
方
を
変
質
さ

せ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
中
止
す
べ

き
と
考
え
る
こ
と
、
商
工
業
振
興
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
を

踏
ま
え
た
う
え
で
制
度
の
改
善
を
求
め

る
ほ
か
、
諏
訪
湖
Ｓ
Ａ
併
設
の
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
や
立
地
適

正
化
計
画
の
策
定
な
ど
は
不
要
不
急
の

事
業
で
あ
り
、
中
止
す
べ
き
と
考
え
る

た
め
、
本
決
算
認
定
に
は
反
対
す
る
。

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

　

平
成
29
年
度
は
、
緩
や
か
な
景
気
回
復

基
調
に
よ
る
法
人
市
民
税
の
増
収
、
大
型

商
業
施
設
の
開
店
や
企
業
の
設
備
投
資
に

伴
う
固
定
資
産
税
の
増
収
に
よ
っ
て
、
前

年
度
を
上
回
る
市
税
収
入
と
な
り
、
そ
の

結
果
、
実
質
収
支
額
は
６
億
６
５
０
０
万

円
余
の
黒
字
が
確
保
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

自
主
財
源
比
率
に
お
い
て
も
、
平
成
28
年

度
を
上
回
る
５０
％
を
超
え
る
こ
と
が
で
き

た
ほ
か
、
財
政
力
指
数
や
経
常
収
支
比
率

に
お
い
て
も
改
善
が
図
ら
れ
、
財
政
運
営

の
硬
直
化
は
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ま

た
、
近
隣
市
町
村
と
比
較
し
て
も
見
劣
り

し
な
い
商
工
業
振
興
補
助
金
の
運
用
、
新

技
術
・
新
製
品
も
の
づ
く
り
企
業
応
援
事

業
補
助
金
な
ど
、
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
岡

谷
を
推
進
し
、
今
後
の
市
財
政
へ
の
波
及

的
効
果
の
大
き
い
事
業
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
後
、
さ
ら
な
る
少
子
・
高
齢
化

岡
谷
市
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

㎥
で
、
平
成
28
年
度

に
比
べ
総
配
水
量

５
万
６
１
３
６
㎥
、
総

給
水
量
７
万
12
㎥
の
減

と
な
っ
た
。

・
収
益
的
収
支
は
、
総
収

益
８
億
５
９
０
５
万
円

に
対
し
総
費
用
６
億
６

７
７
５
万
円
で
、
収
支

差
引
き
１
億
９
１
３
１

万
円
の
純
利
益
と
な
っ

た
。
な
お
、
水
道
料
金

の
改
定
（
９
．
７
％
の

引
上
げ
）
に
伴
い
、
給

水
収
益
（
水
道
料
金
）

は
、
７
億
７
７
４
２
万

円
で
、
前
年
度
比　

２
８
４
２
万
円

の
増
と
な
っ
た
。

・
資
本
的
収
支
は
、
工
事
負
担
金
及
び

企
業
債
国
庫
補
助
金
の
収
入
合
計

１
億
５
４
０
９
万
円
に
対
し
、
建
設

改
良
費
、
企
業
債
償
還
金
の
支
出
合

計
が
、
５
億
６
４
０
０
万
円
と
な
っ

た
。
差
引
き
不
足
分
４
億
９
９
１
万

円
に
対
す
る
財
源
は
、
内
部
留
保
資

金
等
で
補
填
し
た
。

問 

水
道
料
金
改
定
に
つ
い
て

答 

改
定
は
、
施
設
の
状
況
や
経
営
状

況
か
ら
判
断
し
、
必
要
で
あ
っ
た
と
考

え
て
い
る
。
負
担
増
に
よ
る
相
談
は
な

か
っ
た
が
、
引
き
続
き
個
別
の
事
情
や

疑
問
な
ど
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、

他
部
署
と
の
連
携
を
図
る
中
で
き
め
細

や
か
な
対
応
を
し
て
い
く
。

岡
谷
市
水
道
事
業
会
計

決
算
認
定

●平成29年度 各会計決算を認定しました
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問 

有
収
率
の
低
下
に
つ
い
て

答 

主
な
原
因
は
漏
水
で
あ
り
、
地
下

の
漏
水
の
把
握
は
困
難
で
は
あ
る
が
、

平
成
29
年
度
か
ら
新
た
に
、
人
の
聴
覚

に
頼
っ
て
き
た
調
査
方
法
か
ら
、
超
音

波
に
よ
る
漏
水
調
査
手
法
を
採
用
し
始

め
た
。
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
と
期
待

し
て
い
る
。

◯
討
論
の
概
要

◆
反
対
討
論（
反
対
意
見
）　

　

７
月
か
ら
の
水
道
料
金
９
．
７
％
の

引
上
げ
で
３
５
０
０
万
円
の
増
収
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
市
民
生
活
の
苦
し
さ

が
増
す
中
で
の
料
金
改
定
は
す
べ
き
で

は
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
本

決
算
認
定
に
は
反
対
す
る
。

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

　

水
需
要
の
低
迷
や
施
設
の
老
朽
化
が

進
む
中
で
、
経
費
削
減
や
収
納
率
の
維

持
向
上
に
努
め
な
が
ら
、
水
道
料
金
改

定
に
よ
り
水
道
設
備
再
構
築
の
財
源
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
危

機
管
理
の
徹
底
と
更
な
る
経
営
努
力
を

要
望
し
、
本
決
算
認
定
に
賛
成
す
る
。

※
委
員
会
で
は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

 【
概
要
】

・
市
内
未
整
備
地
区
０
．
５
５
ｈ
ａ
の
整

備
を
行
っ
た（
整
備
率
88
．
４
％
）。
下

水
道
の
接
続
戸
数
は
、
２
万
２
８
６

戸
（
接
続
率
97
．
７
％
）、
年
間
汚
水

量
は
５
６
１
万
５
９
９
５
㎥
で
、
前

年
度
と
比
べ
７
万
１
４
２
０
㎥
の
減

で
あ
る
。

・
収
益
的
収
支
は
総
収
益
16
億
５
５
０

　

３
万
円
に
対
し
、
総
費
用
14
億
４
１

　

６
３
万
円
で
、
収
支
差
引
２
億
１
３

　

４
０
万
円
の
純
利
益
と
な
っ
た
。

・
資
本
的
収
支
は
、
企
業
債
、
補
助
金
、

負
担
金
の
収
入
合
計
７
億
３
３
８
８

　

万
円
に
対
し
、
建
設
改
良
費
、
企
業

債
償
還
金
の
支
出
合
計
13
億
８
１
９

　

５
万
円
と
な
っ
た
。
収
支
不
足
額

６
億
４
８
０
８
万
円
は
、
内
部
留
保

資
金
等
で
補
填
し
た
。

問 
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

答 

岡
谷
市
は
幹
線
整
備
を
ほ
ぼ
終
え
て

お
り
現
在
は
維
持
管
理
の
時
代
で
あ
る
。

経
営
戦
略
で
は
、
現
在
の
使
用
料
水
準

で
試
算
す
る
と
、
２
０
２
５
年
度
に
収

益
的
収
支
の
単
年
度
利
益
が
赤
字
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
こ
の

２
０
２
５
年
度
に
使
用
料
引
上
げ
改
定

に
よ
り
収
支
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
よ
う

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
る
。

問 

雨
水
渠
整
備
に
つ
い
て

答 

郷
田
幹
線
（
雨
水
渠
）
整
備
工
事

は
、
平
成
30
年
度
の
諏
訪
倉
庫
前
か
ら

蚕
糸
博
物
館
入
口
交
差
点
ま
で
を
も
っ

て
完
了
と
な
る
。
な
お
、
平
成
29
年
度

末
の
雨
水
渠
整
備
事
業
の
市
内
全
域
の

進
捗
状
況
は
３
％
で
あ
る
。

◯
討
論
の
概
要

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

　

未
整
備
地
区
の
解
消
、
管
路
の
長
寿

命
化
・
耐
震
化
が
着
実
に
行
わ
れ
、
約

２
億
１
千
万
円
の
純
利
益
を
計
上
さ
れ

た
こ
と
に
敬
意
を
表
す
る
。

　

今
後
も
、
中
長
期
的
な
視
点
で
計
画

的
に
事
業
に
取
り
組
み
、
施
設
の
維
持

管
理
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
一

層
の
経
営
努
力
を
期
待
し
、
本
決
算
認

定
に
賛
成
す
る
。

※
委
員
会
で
は
全
会
一
致
に
よ
り
、
原

案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

 【
概
要
】

・
平
成
29
年
度
の
病
院
運
営
は
、
市
民

病
院
と
し
て
地
域
に
密
着
し
た
医
療

を
安
定
的
に
行
う
た
め
、
診
療
体
制

岡
谷
市
下
水
道
事
業
会
計

決
算
認
定

岡
谷
市
病
院
事
業
会
計

決
算
認
定

の
充
実
と
質
の
高
い
医
療
の
提
供
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

・
整
形
外
科
の
常
勤
医
師
の
１
名
の
増

員
ほ
か
、
初
期
研
修
医
１
名
を
受
け

入
れ
た
。
ま
た
、
看
護
師
に
お
い
て

は
、
新
た
に
職
場
見
学
会
を
開
催
し

人
材
確
保
に
努
め
、
作
業
療
法
士
を

増
員
し
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の

充
実
を
図
っ
た
。

・
決
算
に
つ
い
て
は
、
旧
健
康
保
険
岡

谷
塩
嶺
病
院
施
設
の
解
体
費
用
等
を

特
別
損
失
に
計
上
し
た
こ
と
か
ら
、

総
収
支
は
５
６
５
５
万
円
の
純
損

失
。
経
常
収
支
は
約
５
０
１
９
万
円

で
、７
年
連
続
の
黒
字
を
計
上
し
た
。

問 

患
者
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

答 

医
療
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ロ
ビ
ー
に
配
置
し
、
来
院
者
に
対

す
る
案
内
や
受
付
サ
ポ
ー
ト
な
ど
病
院

ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
は
担
え
な
い
部
分
を

補
っ
て
い
る
。
多
く
の
好
意
的
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
高
評
価
を
得
て
い
る
。

　

病
棟
ク
ラ
ー
ク
は
、
２
つ
の
急
性
期

病
棟
に
配
置
し
、
こ
れ
ま
で
看
護
師
が

担
っ
て
い
た
入
退
院
に
係
る
書
類
整

理
や
窓
口
に
お

け
る
患
者
さ
ん

や
家
族
へ
の
対

応
、
他
病
棟
と

の
連
携
業
務
、

病
棟
の
環
境
整

備
等
を
行
っ
て

い
る
。
看
護
師

が
本
来
の
専
門

水道施設に関わる現地視察

・間下減圧槽（上）

・下水道ポンプ自家発電（右）

コンシェルジュの様子
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業
務
に
取
り
組
め
る
環
境
整
備
が
図
ら

れ
、
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
。

　

待
ち
時
間
は
、
現
状
で
は
大
き
な
改

善
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
平
成
30
年

度
か
ら
配
置
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
受
付
の
ス

タ
ッ
フ
と
看
護
師
が
う
ま
く
連
携
す
る

こ
と
で
待
ち
時
間
の
苦
痛
軽
減
が
図
れ

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

◯
討
論
の
概
要

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

　

平
成
29
年
度
は
、
診
療
体
制
の
強
化

や
安
定
し
た
経
営
の
確
立
な
ど
が
求
め

ら
れ
る
年
度
で
あ
っ
た
が
、
医
師
確
保

に
よ
る
患
者
数
の
増
加
や
高
い
病
床
利

用
率
な
ど
に
よ
り
、
経
常
収
支
で
約

５
０
１
０
万
円
を
計
上
、
７
年
連
続
の

黒
字
を
達
成
し
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し

た
い
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
人
材
確

保
や
待
ち
時
間
の
改
善
等
の
課
題
も
あ

る
。
自
治
体
病
院
と
し
て
、
更
な
る
診

療
体
制
の
充
実
と
、

よ
り
質
の
高
い
医
療

の
提
供
に
一
層
の
ご

努
力
を
お
願
い
し
、

本
決
算
認
定
に
賛
成

す
る
。

※
委
員
会
で
は
全
会

一
致
に
よ
り
、
原
案

の
と
お
り
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

（
質
問
は
各
会
計
と

も
主
な
点
の
み
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。）

各議員の議案賛否一覧表
【第３回臨時会】議案賛否一覧

議案
番号 件　　　名

審
議
結
果

武
井
富
美
男

今
井
　
義
信

早
出
　
一
真

渡
辺
　
雅
浩

今
井
　
秀
実

笠
原
征
三
郎

中
島
　
保
明

藤
森
　
博
文

遠
藤
　
真
弓

笠
原
　
順
子

今
井
　
康
善

小
松
　
　
壮

大
塚
　
秀
樹

八
木
　
敏
郎

浜
　
　
幸
平

渡
辺
　
太
郎

報告第１１号 専決処分の承認を求めることについて（平成３０年度岡谷市一般会計補正予算（第２号）） 承認 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第１２号 専決処分の承認を求めることについて（平成３０年度岡谷市一般会計補正予算（第３号）） 承認 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第４５号 岡谷市・諏訪市・下諏訪町合併協議会の設置について 否決 議
長 × × × × × × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○

【第４回定例会】賛否が分かれた議案一覧

議案
番号 件　　　名

審
議
結
果

武
井
富
美
男

今
井
　
義
信

早
出
　
一
真

渡
辺
　
雅
浩

今
井
　
秀
実

笠
原
征
三
郎

中
島
　
保
明

藤
森
　
博
文

遠
藤
　
真
弓

笠
原
　
順
子

今
井
　
康
善

小
松
　
　
壮

大
塚
　
秀
樹

八
木
　
敏
郎

浜
　
　
幸
平

渡
辺
　
太
郎

議案第46号 平成29年度岡谷市一般会計歳入歳出決算認定について 認定 議
長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第47号 平成29年度岡谷市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定 議
長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第52号 平成29年度岡谷市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定 議
長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第54号 平成29年度岡谷市水道事業会計の決算認定について 認定 議
長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議長：議長職のため採決に加わらず　○：賛成　×：反対

【第４回定例会】全会一致により可決等された議案等一覧
議案番号 件　　　名 議案番号 件　　　名

報告第13号 専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額の決定について） 議案第58号 岡谷市工場立地法準則条例
議案第48号 平成２９年度岡谷市地域開発事業特別会計歳入歳出決算認定について 議案第59号 平成３０年度岡谷市一般会計補正予算（第４号）
議案第49号 平成２９年度岡谷市分収造林事業特別会計歳入歳出決算認定について 議案第60号 平成３０年度岡谷市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
議案第50号 平成２９年度岡谷市霊園事業特別会計歳入歳出決算認定について 議案第61号 岡谷市手数料条例の一部を改正する条例
議案第51号 平成２９年度岡谷市温泉事業特別会計歳入歳出決算認定について 議案第62号 私立高校への公費助成に関する意見書　※国あて
議案第53号 平成２９年度岡谷市湊財産区一般会計歳入歳出決算認定について 議案第63号 私立高校への公費助成に関する意見書　※県あて
議案第55号 平成２９年度岡谷市下水道事業会計の決算認定について 議案第64号 県道下諏訪辰野線拡幅改良を求める意見書　
議案第56号 平成２９年度岡谷市病院事業会計の決算認定について 議案第65号 公立保育園・小中学校等公共施設へのエアコン設置に対する国の財政支援を求める意見書
議案第57号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

※議案第 62 〜 65 号については、意見書を関係行政庁等へ提出しました。

【第４回定例会】陳情の審査結果一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
陳情番号 件　　名 常任委員会審査結果

総　務 産業建設
陳情第90号 県道下諏訪辰野線拡幅改良事業に対する要望 － 採択
陳情第91号 岡谷市内危険個所改修についての要望 － 趣旨採択
陳情第92号 私立高校に対する公費助成をお願いする陳情 一部採択 －
陳情第93号 国に、主要農産物種子法の趣旨を盛り込んだ新たな法整備を求める意見書提出を求める陳情 － 不採択
陳情第94号 種子の生産・供給に関する県の条例制定を求める陳情 － 不採択
陳情第95号 主要農産物種子法廃止に際し、新たな法整備を求める意見書提出を求める陳情 － 不採択
陳情第96号 種子の生産、供給に関する県の条例制定を求める陳情 － 不採択

●平成29年度 各会計決算を認定しました

審査を見守る監査委員、議長
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諏
訪
湖
周
３
市
町
の
合
併
協
議
会

設
置
に
つ
い
て
、
市
民
の
意
見
を
聞

く
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

住
民
グ
ル
ー
プ
か
ら
合
併
協
議
会
設

置
の
請
求
が
提
出
さ
れ
、
合
併
協
議
会

設
置
の
議
案
が
臨
時
会
に
上
程
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
議
案
審
議
の
参
考
と
す

る
た
め
、
市
民
の
意
見
を
聞
く
会
を
７

月
26
日
（
木
）
夜
、
市
役
所
９
階
大
会

議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。
約
60
名
の
参

加
が
あ
り
、
９
名
の
市
民
の
皆
さ
ん
が

議
員
に
向
け
て
合
併
へ
の
思
い
等
を
語
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

平
成
30
年
第
３
回
臨
時
会
（
８
月
）

主
な
議
案
の
審
議
経
過

　
平
成
30
年
第
３
回
臨
時
会
が
、
８
月

20
日
に
開
催
さ
れ
、
報
告
案
件
２
件
の

ほ
か
、
諏
訪
湖
周
３
市
町
の
法
定
合
併

協
議
会
設
置
の
是
非
を
問
う
議
案
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

◆
議
案
第
45
号

「
岡
谷
市
・
諏
訪
市
・
下
諏
訪
町
合
併

協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
」

　

臨
時
会
で
は
、
議
案
上
程
を
受
け
、

議
長
を
除
く
全
議
員
15
人
で
構
成
す
る

合
併
協
議
会
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
ま
し
た
。
委
員
長　

今
井　

義
信

　
　
　
　
　

副
委
員
長　

笠
原
征
三
郎

市
長
か
ら
の
提
案
説
明

　

直
接
請
求
は
民
意
の
一
つ
と
し
て
尊

重
す
る
が
、
合
併
に
は
、
住
民
や
市
町

村
間
の
理
解
の
深
ま
り
、
気
運
の
醸
成

が
大
切
で
、
現
在
は
そ
う
し
た
状
況
に

至
っ
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
あ
わ

せ
て
、
６
市
町
村
の
枠
組
み
で
検
討
を

始
め
る
こ
と
が
理
想
で
あ
り
、
現
時
点

で
は
合
併
協
議
会
設
置
の
時
期
で
は
な

い
と
判
断
す
る
。

〈
そ
の
後
、
請
求
代
表
者
の
武
井
茂
夫

氏
に
よ
る
意
見
陳
述
が
行
わ
れ
、
合
併

協
議
会
設
置
に
対
す
る
議
員
の
賛
同
を

求
め
ま
し
た
。〉

特
別
委
員
会
で
の
委
員
か
ら
の
主
な
質
疑

及
び
市
側
の
答
弁
並
び
に
審
査
結
果

問 

行
政
運
営
に
お
け
る
合
併
の
必
要

性
は
？

答 

現
在
、諏
訪
６
市
町
村
で
は
、介
護
、

消
防
、
ゴ
ミ
処
理
、
諏
訪
東
京
理
科
大

学
の
運
営
な
ど
諏
訪
広
域
連
合
、
一
部

事
務
組
合
等
に
お
い
て
協
働
で
事
業
が

進
ん
で
い
る
。
今
は
、
広
域
行
政
の
積

み
重
ね
が
大
事
で
あ
り
、
市
町
村
間
の

理
解
の
醸
成
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
っ
て

い
る
。

◯
本
会
議
で
の
討
論
の
概
要

◆
反
対
討
論（
反
対
意
見
）

　

合
併
に
よ
り
人
口
減
少
に
歯
止
め
が

か
か
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、

市
民
へ
の
十
分
な
説
明
な
ど
段
階
的
に

進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
ま
だ
そ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
き
て
い
な
い
と
判
断
す

る
こ
と
か
ら
本
議
案
に
は
反
対
す
る
。

◆
賛
成
討
論（
賛
成
意
見
）

　

合
併
協
議
会
で
是
非
を
含
め
て
合
併

に
つ
い
て
協
議
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

10
年
、
20
年
後
を
見
据
え
、
今
何
が
で

き
る
か
、
何
を
す
べ
き
か
深
く
議
論
を

掘
り
下
げ
る
時
期
で
は
な
い
か
と
考
え
、

本
案
に
賛
成
す
る
。

※
採
決
に
よ
り
本
議
案
は
、
賛
成
少
数

に
よ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。（
※
各

議
員
の
賛
否
は
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

賛成
●人口減少、少子高齢化、生産年齢人口の減少
などにより、今の岡谷市ではもたないと思う。
行政と議会が合併協議会で真剣に論議し、一定
の方向を示して市民に投げかけてもらいたい。
●無駄のない行政をするには、合併した方がス
ムーズに事は運ぶと思う。
●問題提起をできるチャンスとして合併協議会
を設置してほしい。

反対
●国の財政が困難な中でも、経費節減しながら自
立してやっていくという意思さえあれば、合
併しなくてもいいまちができるのではないか。
●合併すると市民の声が届きにくくなると考え、
合併協議会の設置には反対。
●合併よりも広域行政組合の基本強化の方が重
要だと考える。

諏訪湖周3市町合併について
市民の皆さんからの主な意見 7/26㈭

8/20㈪
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委 員 会 活 動 報 告

市民からのご意見を行政へ！
　７月３日、議会報告会で出されたご意見を正副委員長
と担当部課長で意見交換しました。
　市の一貫した姿勢『困りごとは窓口、電話で相談して
ほしい。最善策を一緒に考えます』でした。
＜主な内容＞
Q：要介護３以上でないと施設に入れないのか。
Ａ：要介護１、２でも、特例入所要件に該当すれば入所

できます。
Q：認知症の人でも入院できるようにしてほしい。
Ａ：一律に入院できないということはなく、判断は医師

がケースバイケースで慎重に行います。
Q：65歳で障がい福祉サービスから介護保険サービスに

移行されてしまうが。
Ａ：介護保険にないサービスは障がい福祉サービスから

支援を受けます。
Q：歩道の草が交通安全上支障となるので、対応してほ

しい。
Ａ：地域の区長と委員会の

連名で市へ要請。
　　（土木課で即日実施）

　〈委員長  藤森博文　　
副委員長  遠藤真弓〉

ＰＴＡ連合会と懇談会
　総務委員会は、ＰＴＡ活動や保護者、児童・生徒の皆
さんの現状と課題を把握するために、８月２２日にＰＴ
Ａ連合会との懇談会を持ちました。まず、参加者、それ
も女性参加者が多かったことに関係ＰＴＡの皆様に感謝
します。
　懇談会では、ＰＴＡ役員の選出方法、学校・教室の環境
などについて自由に話していただきました。ご自分の苦し
い経験を吐露してくださった方もおられました。大変良い
懇談だったと感じています。
　今回出されました教室のエアコン設置要望につきまし
ては議長名による市長への要望書及び国への意見書を提
出しました。その他ご意見ご要望につきましては、当委
員会で対応を考えていく所存です。

〈委員長  中島保明　副委員長  今井康善〉

社会委員会 総務委員会 8/22㈬7/3 ㈫

産業建設委員会 10/4㈭

郷田幹線(雨
う

水
すい

渠
きょ

)整備工事の現地視察
　産業建設委員会は１０月４日、郷田幹線（雨水渠）整備工事
の現地視察を行いました。同工事は平成２５年８月１５日豪雨
（時間雨量７２㎜）で塚間川流域の浸水被害が発生したことを
受け、工事が始まりました。始点は今井新道の信号機「蚕糸公
園前」で、終点は市役所立体駐車場の地下まで。耐用年数５０年の鉄筋コンクリートによって、全長３３０㍍を結びま
す。市水道課の担当者から説明を受けた後、工事が終了した区間では、はしごを降りて、雨水管の中の様子も確認し、工
事中の区間（写真）も視察しました。こうした防災・減災につながる事業が着実に進むことを切実に感じました。工事
は、平成３１年１月末に終了予定です。〈委員長  渡辺雅浩　副委員長  今井義信〉

●基本構想特別委員会が設置されました。6月22日（金）委員長　大塚秀樹　　副委員長　今井秀実
　第５次岡谷市総合計画の策定に向け、基本構想特別委員会を設置しました。
　同委員会は、議長及び副議長を除く全議員で構成され、策定段階から計画内容を十分に理解し、市民ニーズや課題を踏
まえ、方向性を検証し、市民のための計画となるよう市側へ意見・提案をします。
　さらに、議案が提出された後は、議会の議決事件（※）となっている基本構想に関する議案の審査を行います。

※議決事件：議会の行う議決の対象となる事項、事柄のこと



市議会議員が選挙区内の人や団体にお金や物を贈ることは、公職選挙法で禁止されており、違反すると処罰
されます。また、有権者が寄附を求めることも禁止されています。市民の皆様のご協力をよろしくお願いします。

＜寄附行為に該当する事例＞
・お祭り、運動会、親睦旅行会、会合等の行事や、入学式、卒業式の行事に対し、寄附、餞別、お祝い、差し入れ等をすること。
・個人に対し、お中元、お歳暮、入学祝、結婚祝を贈ること（議員自らが出席する結婚披露宴への祝儀や葬式における香典は除く）。
・未成年者、社会福祉施設、市町村に対する寄附や年賀状、寒中見舞状などの時候のあいさつ状を出すこと（答礼のための自筆によるものを除く）。

寄附行為の禁止

・政治家は有権者に寄附を「贈らない」・有権者は政治家に寄附を「求めない」・議員から有権者への寄附は「受け取らない」

再
生
紙
と
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す。

■
印
刷：株

式
会
社
美
謄
堂

穴
あ
け
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
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：
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編
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議
会

広
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広
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委
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野
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岡
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市
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町
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23－
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議
会

事
務
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内
線
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w
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本
号
は
「
決
算
認
定
」
を
特
集
し

ま
し
た
。
各
事
業
が
ど
の
よ
う
な
成

果
を
出
し
、
今
後
ど
う
活
か
さ
れ
る

の
か
、
担
当
職
員
と
の
熱
い
や
り
取

り
は
緊
張
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
８
月
10
日
に
は
、
下
諏

訪
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会
の
担
当

議
員
と
、
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
し
ま
し
た
。
特
に
、
先
進

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
一
般
質

問
」
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
新
聞
紙

面
で
は
伝
わ
ら
な
い
詳
細
が
理
解
で

き
る
と
好
評
で
、
岡
谷
市
で
も
市
民

へ
伝
え
る
べ
き
内
容
と
し
て
必
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
他
も
読
み
手

が
知
り
た
い
事
、
伝
え
る
べ
き
内
容

を
更
に
検
討
す
る
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
本
議
会

だ
よ
り
に
つ
い
て

も
、
皆
様
の
ご
意

見
、
ご
感
想
を
ど

し
ど
し
お
寄
せ
下

さ
い
。（

今
井
康
善
）

■
議
会
広
報
広
聴
委
員
会

　

●
委
員
長
／
渡
辺　

太
郎

　

●
副
委
員
長
／
今
井　

義
信

　

●
委　
　

員
／
渡
辺　

雅
浩

　
　
　
　
　
　
　

藤
森　

博
文

　
　
　
　
　
　
　

遠
藤　

真
弓

　
　
　
　
　
　
　

今
井　

康
善

　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

秀
樹

■
編
集
後
記

〈7/20 信学会東堀保育園を
視察〉今年度より新たに幼
保連携型認定こども園とし
て開園。保育、教育課程の
様子を視察しました。

〈7/20 諏訪湖スマートICア
クセスルート案を視察〉
湊小坂地区の現地にて説明
を受けました。

〈8/14 岡谷太鼓まつり流し踊り
に参加〉
法被、浴衣姿で夏の市民祭を盛
り上げました。

〈8/17 諏訪地方議会議員交流マレットゴルフ
大会〉ペンをクラブに持ち替え真剣勝負。

〈9/3 市側へ緊急要望書提出〉
保育園・小中学校等公共施設
へのエアコン設置を緊急要望
しました。

市議会フォトレポート


